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『びりっかすの神さま』
岡田 淳／作・絵　偕成社　 913オ

　４年１組の教室には「びりっかすの神さま」がいます。
クラスの中でびりになると、この神さまを見ることができ
るのです。でも、なぜだか始

はじめ
は転入したその日から見る

ことができました。そしてだんだんクラスメイトにも…。

『ぼくのお姉さん』
丘 修三／作　偕成社　 913オ

　小学５年生のぼくには、障
しょう
がいを持っているため17

歳
さい
だけど子どもみたいなお姉ちゃんがいます。ある日、

お姉ちゃんが福
ふく
祉
し
作
さ
業
ぎょう
所
じょ
で働

はたら
いた初

はじ
めてのお給

きゅう
料
りょう
で、ご

ちそうしてくれることになりました。

『源
げん
平
ぺい
の風 白

しら
狐
こ
魔
ま
記
き
１』
斉藤 洋／作　偕成社　 913サ

　人間に興
きょう
味
み
を持ち、人間の言葉を覚えた狐

きつね
。白

しら
駒
こま
山
さん
の仙

人と出会い、修
しゅ
行
ぎょう
によって人間に化けることも覚え、「白

しら
狐
こ

魔
ま
丸
まる
」という名前もつけてもらいます。白狐魔丸は旅に出ま

す。「人間はなぜ人間同士殺し合うのか」その答えを求めて。
※「白狐魔記」シリーズは６巻まで続きがあります。

『ねこじゃら商店へいらっしゃい』
富安 陽子／作　ポプラ社　 913ト

　「ニャゴ、ニャゴ、ニャアゴ、ニャンゴロロ…」ねこじゃ
ら商店の店主は、大きなブチねこ白

しろ
菊
ぎく
丸
まる
です。ガマガエ

ルからの注文のものを用意するためにへんてこな歌を歌
いながら、しずかな夜の道を歩きます。



『注文の多い料理店』
宮沢 賢治／作　岩崎書店　 913ミ

　ふたりの若
わか
い紳

しん
士
し
が路

みち
に迷

まよ
って入ったお店は「ふとっ

たおかたや、やわらかいおかたは大かんげい」と書いて
ありました。そこは、お店がお客にいろいろな注文をす
る料理店でした。

『セレンディップの三人の王子たち』
竹内 慶夫／編訳　偕成社　 92セ

　王の命令により、旅に出たセレンディップ（今のスリ
ランカ）の３人の王子たち。訪

おとず
れたベーラム皇

こう
帝
てい
の国や

インドの女
じょう
王
おう
の国などでいくつもの難

なん
問
もん
を自

みずか
らの知

ち
恵
え
と

機
き
転
てん
で見

み
事
ごと
に解
かい
決
けつ
していきます。

『百まいのドレス』
エレナー・エスティス／作　岩波書店　 93エ

　毎日しわだらけの同じ青いワンピースを着ているワン
ダは、からかわれるたびに「私の家の戸だなには百まい
のドレスがならんでいる」と答えてみんなからわらわれ
ていました。やがて学校に来なくなったワンダからある
ものがクラスに届

とど
きます。

『こちらゆかいな窓
まど
ふき会社』

ロアルド・ダール／作　評論社　 93タ
　ぼくがお菓子屋にしたいと思っていた空き家が窓ふき会
社になってしまいました。それもきりんとペリカンとさる
が窓ふきをするんだって。「はしご不用窓ふき会社」のは
じめての仕事は窓が677個もある大金もちの家でした。

※  の中の記号は、 背
せ

表
びょう

紙
し

についているラベル（請
せい

求
きゅう

記
き

号
ごう

）です。



『スチュアートの大ぼうけん』
Ｅ．Ｂ．ホワイト／作　あすなろ書房　 93ホ

　リトル家の次
じ
男
なん
のスチュアートは、身長が５センチで

ハツカネズミにそっくりです。小さなからだのスチュアー
トですが、どんなことにもゆうかんに立ち向かい、次々
と冒
ぼう
険
けん
をくり広げていきます。

『グリーン・ノウの子どもたち』
ルーシー・Ｍ．ボストン／作　評論社　 93ホ

　７才の少年トーリーは冬休みを大おばあさんのもとで
すごすことになりました。その家はイギリスの田

い
舎
なか
にあ

るグリーン・ノウというお屋
や
敷
しき
でした。そしてトーリー

はこの家に 300 年も前に生きていた子どもたちと、友だ
ちになっていくのです。
※「グリーン・ノウ物語」シリーズは６巻まで続きがあります。

『シャーロットのおくりもの』
Ｅ．Ｂ．ホワイト／作　あすなろ書房　 93ホ

　ザッカーマンさんの納
な
屋
や
には豚

ぶた
のウィルバーとなかよ

しのクモのシャーロットと色々な動物が住んでいます。
そして、ハムにされるウィルバーを助けるためにシャー
ロットが起こした奇

き
跡
せき
とは…。

『のっぽのサラ』
パトリシア・マクラクラン／作
福武書店・徳間書店　 93マ

　パパが新聞で新しい奥
おく
さんをぼしゅうしました。それ

を見て、ためしにひと月の間、サラが来ることになりま
した。サラはのっぽでぶさいくでした。でも、いろいろ
なことを教えてくれます。はたしてサラは、うちに残っ
てくれるでしょうか。



『ライオンと魔
ま
女
じょ
 ナルニア国ものがたり１』

Ｃ．Ｓ．ルイス／作 岩波書店　 93ル
　田

い
舎
なか
にある学者先生の屋

や
敷
しき
にやってきた４人兄妹が、

大きな衣
い
装
しょう
だんすに入るとそこは別世界ナルニア国でし

た。白い魔女のせいで冬の世界になったナルニア国を取
り戻すため、ライオンのアスランたちと共に白い魔女に
闘
たたか
いを挑

いど
みます。

※「ナルニア国ものがたり」シリーズは７巻まで続きがあります。

『エーミールと探
たん
偵
てい
たち』

エーリヒ・ケストナー／作　岩波書店 94ケ

　ベルリンに住んでいるおばあちゃんに会いに行く列車の
中で、お母さんから預

あず
かった大切なお金を盗

と
られてしまった

エーミール。犯
はん
人
にん
をつかまえるために、街で出会った少年た

ちと一緒に知恵をしぼって協力し、大
だい
騒
そう
動
どう
をくり広げます。

※続きに『エーミールと三人のふたご』があります。

『ハイジ』
Ｊ・シュピーリ／作　福音館書店　 94ス

アルプスの山の牧場で、ちょっとへんくつなおじいさん
に育てられたハイジは、心のやさしい少女です。ハイジの
やさしい気持ちとはげましで、病

びょう
弱
じゃく
な少女クララは元気

になっていきます。美しい自然の中で大らかで素直に育っ
たハイジの物語を読むと気持ちがあたたかくなります。

『小さなバイキングビッケ』
ルーネル・ヨンソン／作　評論社 94ヨ

　ビッケはバイキング（昔のスウェーデンやノルウェーの海岸
に住んでいた海

かい
賊
ぞく
）の子どもです。ビッケは大人のような力が

なくても知恵をはたらかせて、お父さんや仲間のバイキングた
ちを助けます。小さなバイキングビッケのゆかいな物語です。
※続きに『ビッケと赤目のバイキング』『ビッケと空とぶバイキング船』『ビッケと弓
矢の贈りもの』『ビッケと木馬の大戦車』『ビッケのとっておき大作戦』があります。

※  の中の記号は、 背
せ

表
びょう

紙
し

についているラベル（請
せい

求
きゅう

記
き

号
ごう

）です。



『てんぷらぴりぴり』
まど みちお／作　大日本図書　 911マ

　おかあさんがつくっているてんぷらを見て、心からふと
出てきた気持ちが詩になりました。どこにでもある風景や
身近にある野菜がたくさんのことばのリズムでおどってい
るようです。新たな世界を教えてくれる詩集です。

『しらかわのみんか』
島田 アツヒト／文と絵　小峰書店　 Eシ

　白
しら
川
かわ
村
むら
では、昔から合

がっ
掌
しょう
造
づく
りとよばれる民

みん
家
か
が建てられ

てきました。何階建てもの屋根うらを持つ、かやぶきの民
家を作るには村の人みんなの力が必要でした。クレーン車
や機械を使わず、どうやって大きな家を建てたのでしょう。

『せいめいのれきし』
バージニア・リー・バートン／文と絵　岩波書店　 Eハ
　今、私たちがここに生きていることの不

ふ
思
し
議
ぎ
さを考え

たことがありますか。宇
う
宙
ちゅう
ができて地球ができて、地球

上にせいめいが生まれたときから今までのことが、おし
ばいのようにわかりやすく書かれています。

『ジャガイモの花と実』
板倉 聖宣／作　福音館書店　 47イ

　ジャガイモは、カレーや肉じゃがにかかせない野菜で
す。よく食べられますが、花や実のことは知られていませ
ん。どうやって育つのか、世界で広く食べられるようになっ
たのはいつからか、ジャガイモのことが物語でわかります。



※  の中の記号は、 背
せ

表
びょう

紙
し

についているラベル（請
せい

求
きゅう

記
き

号
ごう

）です。

『０．１ミリのタイムマシン』
須藤 斎／作　くもん出版　 45ス

　須
す
藤
どう
さんは植物プランクトン、ケイソウの化石の研究

者です。顕
けん
微
び
鏡
きょう
で、0.1ミリもない小さな化石を調べます。

地球の過去や未来をのぞき見ることができる化石は、ま
るでタイムマシンのようです。

『ひとしずくの水』
ウォルター・ウィック／作　あすなろ書房　 43ウ

　しずくが落ちた時、どんなふうに水がはじけるか知って
いますか。 生き物にとって何より大切な水。水は、氷に
なったり、ゆげになったり、いろいろな形に姿

すがた
を変えます。

ひとしずくの水の美しい姿を写真で見てみましょう。

『みみずのカーロ』
今泉 みね子／作　合同出版　 37イ

　お昼におわるドイツの小学校では、３時間目と４時間目
の休み時間におやつを食べます。おやつの袋

ふくろ
で学校のゴミ

箱は、いつもいっぱいでした。シェーファー先生は、ごみ
をへらすにはどうしたらいいか子どもたちと考えました。

『図書館ラクダがやってくる』
マーグリート・ルアーズ／作　さ・え・ら書房　 01ル
　習志野市には「きぼう号」というバス型の移動図書館
があり、市内のいろいろな所に本を運んでいます。世界
にはラクダやゾウが本を運んでいる国もあります。世界
にはどんな移動図書館があるのでしょうか。



★ 小学５年生のみなさんにおすすめの本 ★

大久保図書館

住所の書いてあるもの（名札、自分のところに来た手紙など）を
持ってカウンターに来て下さい。「図書館カード」を作ります。

借りるとき
借りたい本と、図書館カードをカウンターに持って来て下さい。
１人１０冊

さつ
まで２週間借りられます。

CD・DVDは２点まで２週間借りられます。

返すとき
市内のどの図書館でも資料を返すことができます。
（図書館カードは必要ありません）
カウンターに本を持って来て下さい。
図書館がお休みの時は、ブックポストに返すこともできます。

本が見つからないとき
図書館の人に聞いて下さい。
貸出中の本は、予約することもできます。
１人が予約できるのは、本が10冊、CD・DVDは２点までです。
「予約・リクエストカード」を書いてカウンターに出して下さい。

※図書館は本をさがすお手伝いもしますので、
カウンターの職員に気軽に声をかけてください。

初めて本を借りるとき

よう
こそ図書館へ!
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